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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

本日開催の当社取締役会において、2015年５月に実施した株式会社アクセリオン（以下、アクセリオ

ン社）の子会社化及び2015年７月に実施した会社分割による子会社４社の設立に伴う影響を踏まえ、2015

年５月14日に発表した2016年３月期第２四半期連結累計期間（2015年４月１日～2015年９月30日）

（以下、第２四半期）、通期（2015年４月１日～2016年３月31日）の業績及び１株当たりの配当予想

（以下、前回予想）を、下記のとおり修正することを決議いたしましたのでお知らせします。 

 

 

記 

 

１．第２四半期予想の修正 
連結業績（2015年４月１日～2015年９月30日） 

 売上収益 営業利益 
親会社の所有者
に帰属する 
四半期利益 

基本的１株当たり 
当期利益(注1) 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 10,919 1,459 930 8.24 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 11,681 1,446 921 7.76 

増 減 額（Ｂ－Ａ） +762 △12 △9 ― 

増 減 率（％） +7.0%  △0.9%  △1.0%  ― 

（参考）前年同期実績  7,750 1,163 713 6.32 

 

 
２．通期予想の修正 
連結業績（2015年４月１日～2016年３月31日） 

 売上収益 営業利益 
親会社の所有者に

帰属する
当 期 利 益  

基本的１株当たり 
当期利益(注1) 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 24,145 4,315 2,821 24.98 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 26,142 4,314 2,795 23.55 

増 減 額（Ｂ－Ａ） +1,997 △0 △26 ― 

増 減 率（％） +8.3%  △0.0%  △0.9%  ― 

（参考）前年同期実績  18,165 2,732 1,796 15.91 

 



 

 

 

（注）1 2015 年６月１日を効力発生日として１：２の株式分割を実施しており、上記の株式数等は分割後の株数で計

算しております。 

（注）2 当社は国際会計基準（以下、IFRS）を任意適用することを決定したため、IFRS に基づき予想値と実績値を算

出しております。 

 
 
３．業績予想修正の主な要因 

2015 年５月に実施した株式会社アクセリオン（以下、アクセリオン社）の子会社化に伴う同社の業績

を加味したこと及び 2015 年７月に実施した会社分割による子会社４社の設立等の影響によるものです。 

なお、修正後の当期のセグメント毎の連結売上高業績予想数値は以下のとおりです。 

 

 

国内不動産 
情報サービス 

国内不動産 
事業者向け 

海外 その他 合計 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 18,758 1,210 3,466 709 24,145 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 18,758 3,222 3,466 694 26,142 

 増 減 額（Ｂ－Ａ） － +2,012 － △15 +1,997 

 増 減 率（％） －  +166.2%  －  △2.2%  +8.3%  

（参考）前年同期実績  15,602 908 1,202 452 18,165 

（注） IFRS に基づき予想値と実績値を算出しております。 

 

 

４．配当予想の修正について 

 
１株当たり配当金（円） 

第２四半期末 期末 年間 

前  回  予  想 

（2015 年 5月 14 日） 
0.00 5.00 5.00 

今 回 修 正 予 想 0.00 4.71 4.71 

当 期 実 績    

前 期 実 績 

（ 2 0 1 5 年３月期） 
0.00 5.75 5.75 

（注）2015年６月１日を効力発生日として１：２の株式分割を実施しており、当期の予想については 

当該株式分割の影響を考慮して計算しております。 

 

 

5．配当予想修正の主な要因 
当社は、積極的な事業展開の推進により、利益の継続的な増加を目指す「将来の成長に対する投資」及

び財務体質の充実・強化を図るための「内部留保」を中心に据えながら、更に株主の皆様への実質的な利

益還元を重要な経営方針の一つとして位置付けております。 

配当金については、中長期的な事業計画等を勘案して、毎期の業績に応じた弾力的な成果の配分を基本

方針としております。当期においては、親会社の所有者に帰属する当期利益の 20％を配当性向の目途の

予定です。 

 

また、2015 年７月 17 日に楽天株式会社を割当先とする第三者割当増資を実施し、これにより発行済

株式数が 5.1％増加いたしました。発行済株式総数の増加及び通期業績予想の修正後の親会社の所有者に

帰属する当期利益に基づき、2016 年３月期年間の配当予想金額を検討した結果、１株当たりの予想金額

を 0.29 円減額し、4.71 円に修正いたします。 

 

 

 



 

 

なお、本件は今後様々な要因によって上記予想と異なる結果となる可能性があります。 その際は随時

配当性向 20％程度にあたる１株当たり配当予想金額の再検討を行い、速やかに開示させていただきます。 

 

 

（注）業績予想に関する留意事項 

 上記の予想は、現時点において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確定要因に関しての仮定を前提として

おります。実際の業績は、今後の様々な要因により上記の予想とは異なる可能性があります。 

 

以 上 


